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〔開会の宣告〕  

遠藤洋路 教育長 令和３年２月定例教育委員会会議を開会いたします。 

〔会議の成立〕  

遠藤洋路 教育長 本日は、私の他４人の委員が出席しておりますので、この会

議は成立しております。 

会議録署名人は、泉委員と西山委員とします。 

 

〔公開の審議〕  

遠藤洋路 教育長 本日の会議の内容につきましては、会議日程のとおりですが、

招集通知後に追加で協議をお願いしたい案件が発生したため、

案件を追加しております。当該案件は、議第１３号 職員の懲

戒処分についてです。 

また、議第１３号 職員の懲戒処分については、会議規則第

１３条第１号「教育委員会に属する職員の任免その他の身分取

扱に関する案件」の非公開事由に該当することから、非公開の

審議が適当と思いますがいかがでしょうか。 

議第１３号につきまして、非公開に賛成の委員は、挙手をお

願いします。 

 

 （全員挙手） 

  

遠藤洋路 教育長 全員賛成により、議第１３号は非公開とします。 

 

日程第１ 前回会議録等承認 

遠藤洋路 教育長 

 

１月２８日開催の令和３年１月定例教育委員会会議を各委員

のお手元に配布しております。この会議録を承認することに、

ご異議はありませんか。 

 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、前回会議録を承認することに決定します。 

 

日程第２ 事務局報告  

（１）事業・行事等報告について 

○ 前回定例会議（Ｒ３．１．２８）以降の事業・行事報告 

○ 今後の予定  
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日程第３ 議事 

・議第９号 熊本市立学校施設使用条例施行規則の一部改正について 

 

《福島慎一 教育政策課長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  富合小学校において、そのような変更が生じた理由は、運動

場が整備されたとか、そういうことでしょうか。 

 

福島慎一 教育政策課長  富合校区につきまして、富合小学校の体育館においては、ミ

ニバスケットやミニバレー、テコンドーがこれまでございまし

たが、運動場を使用する団体がございませんでした。今回、軟

式野球、陸上、サッカーをしたいという申出が学校へありまし

たので、運動場についても夜間開放施設としたいということで

ございます。 

 

遠藤洋路 教育長  他にご意見、ご質問はありますか。よろしいでしょうか。 

 では、他にご発言がなければ採決を行います。 

 議第９号について、ご承認いただくことにご異議ありません

でしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第９号 熊本市立学校施設使用条例施行規則の一部改正に

ついては原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第１０号 熊本市立小中学校の管理運営に関する規則の一部改正について 

 

《大江剛 指導課長 提出理由説明》 

 

遠藤洋路 教育長  前、みんなで見に行く予定でしたけれども。行けなくなって

しまいましたが、またいつか、コロナが落ち着いたらぜひ行き
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たいと思います。 

 では、他にご発言がなければ採決を行います。 

 議第１０号について、ご承認いただくことにご異議ありませ

んでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第１０号 熊本市立小中学校の管理運営に関する規則の一

部改正については原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第１１号 熊本市立小中学校の通学区域等に関する規則の制定について 

 

《大江剛 指導課長 提出理由説明》 

 

遠藤洋路 教育長  では、今後もまた少しずつ通学区域が、家が出来たりして変

わるときには、ここを毎回教育委員会会議でこれを改正すると

いうそういう手続でいいんですか。 

 

大江剛 指導課長  今、教育長のおっしゃるとおり、年に１回ではございますけ

れども、例年、これまでと同様に、新たに住居等が建設されて

追加がありましたら、この２月の教育委員会会議におきまして、

ご審議、ご承認をいただくように考えております。 

  

遠藤洋路 教育長  はい、分かりました。 

 では、他にご発言がなければ採決を行います。 

 議第１１号について、ご承認いただくことにご異議ありませ

んでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第１１号 熊本市立小中学校の通学区域等に関する規則の

制定については原案のとおり決定いたします。 



令和３年（２０２１年）２月 教育委員会会議録【２月２５日（金）】 
 

 4 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第１２号 熊本市いじめ防止等対策委員会委員の委嘱について 

 

《川上敬士 総合支援課長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  細かいことですが、弁護士さんのところには推薦母体が書い

てありますけれども、今回の臨床心理士のところには推薦母体

は書いていないですよね。推薦母体があるとおっしゃったと思

うんですけれども、書いておかれた方がよろしいかと思います

けれども。 

 

川上敬士 総合支援課長  ご指摘ありがとうございます。追加して修正いたしたいと思

います。 

 

遠藤洋路 教育長  これは書いた方がいいんですかね。むしろ書かないのか、ど

っちか揃えた方がいいとは思いますけれども。推薦母体を書く

必要がここにあるんでしょうかね。所属・役職名ということで

すから、所属と役職名を書けばいいような気もしますけれども。

どちらがいいですか。 

 

西山忠男 委員  私の意見は推薦母体があるなら書いておいた方が、どういう

経緯で決まったかが分かりやすいと思うんですよね。推薦母体

がないということは教育委員会が独自に探したという印象にな

ってしまって、どうやってこの人を探したのかなというふうに

ちょっと疑問に思ってしまうところがあります。 

 

遠藤洋路 教育長  これは、ただ他の人はどうなんですかね。例えば警察関係者

とかも特に教育委員会がこの人をと指名したんじゃなくて、こ

の職の人だったりするんでしょうから、そこの推薦というか、

選んだ経緯をここに書けるのかどうかというところだと思いま

すが、どうですか。 

 

川上敬士 総合支援課長  ５名の委員の中で、警察関係はあて職になっておりますので、

推薦ということではございません。医師の田仲委員におきまし
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ては、県精神科協会からの推薦ということになります。熊本大

学のほうからも、ここはちょっと確認しないといけませんが、

恐らく推薦というかたちとなりますので、警察関係以外は推薦

団体を入れることは可能だと思っております。 

 

遠藤洋路 教育長  推薦だったりあて職だったりするわけですよね。だから、あ

て職なら何でこの人なのかということで（あて職）と書くのか、

推薦なら括弧で弁護士会なり、どこどこの推薦と書くのかとい

うことだと思うんですが、通常、こういう委員名簿にはそうい

うことはあまり書かないような気がするんですけれども。それ

ぞれ選んだ経緯は当然あるわけですよね。でも、その委員の名

簿を出すときに、ここに推薦というのはあまり見たことがない

ですけれども、どっちがいいですかね。揃えた方がいいという

ご意見はごもっともだと思いますけれども。どうですか、誰か

それは事務局からは特にありませんか。どっちがいいとか、他

の委員会ではこうしているとか。 

 

松島孝司 学校教育部長  条例に位置づけてある審議会等で、推薦という文言を見た記

憶はございません。近場でいいますと、今年度、教科書の選定

がございましたが、どこどこ推薦という記入はなかったかと認

識しております。 

 

遠藤洋路 教育長  はい、分かりました。あくまでも教育委員会会議で審議をす

る名簿の案としては、こういう経緯でここに名前が、案に名前

が入っているんですよということを示すことはあってもいいん

でしょうけれども、委員名簿というかたちになった場合には、

弁護士会から推薦があったから委員になったわけではなくて、

教育委員会会議で決めたから委員になったわけで、委員名簿と

して外に出るときには、どこどこの推薦というのは途中のプロ

セスですから、これは書かない方がいいと思うんですよね。こ

この案としては別に弁護士会の推薦があったからというのが分

かりやすいからいいとは思うんですけれども、どちらかという

と、決まった後の名簿としては、誰の推薦だったということじ

ゃなくて、教育委員会会議が決めたから委員なんだということ

ですから。その理屈でいうと、推薦は書かない方がいいんじゃ

ないかと私は思います。一応それはそういうことでいいかどう

かを確認したうえで、書くなら書く、書かないなら書かないで

揃えるということにしましょうかね。よろしいですか。 
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 では、今日はこの変わったところ、臨床心理士の方のことに

ついてですから、その括弧書きがあるかないかは、特段直接は

関係ありませんが、この議第１２号 熊本市いじめ防止等対策

委員会委員の委嘱についてということで採決してよろしいです

か。 

 では、他にご発言がなければ採決を行います。 

 議第１２号について、ご承認いただくことにご異議ありませ

んでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第１２号 熊本市いじめ防止等対策委員会委員の委嘱につ

いては原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

日程第４ 協議 

・協議（１）第２期 学校改革！教職員の時間創造プログラム（案）について 

 

《濱洲義昭 学校改革推進課長 提出理由説明》 

 

遠藤洋路 教育長  これは前、１回かかって、その後、今言った学校からの意見

なんかを踏まえて少し修正したので、またここに示しますよと

いうことですよね。 

 これ変わったところは、概要版は分かるんですけれども、こ

の本体の方の変わった部分というのは、この赤くなっていると

ころが変わったということでよろしいんでしょうか。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 赤はすみません、ちょっと強調している部分なので、これは

関係ございません。 

 

遠藤洋路 教育長  そうすると、どこが変わったかというのは、本文は分からな

いの。 
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濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 本文のほうは前回も提出いたしておりませんので。 

遠藤洋路 教育長  じゃ、今回、本文は初めてかけるから、全部、どこが変わった

というのは示していませんよと、そういうことですか。はい、

分かりました。 

 

西山忠男 委員  教員の負担の１つとして、通知表とか、家庭に児童の状況を

文書で伝える、通知表に限らず、時に応じてそういうことをさ

れていますよね。４ページに通知表の簡略化というのがあるん

ですけれども、通知表の簡略化といっても、点数を簡略化する

わけにはいかないので、多分、児童の状況あたりのところを簡

略化するのかなと思うんですけれども、それがそんなに負担に

なっているんでしょうかね。負担軽減になるのかなというのが

ちょっと気になるんです。学期末に書くぐらいだったら、大し

て負担ではないんじゃないかなという気もするんですね。毎週、

何かお便りみたいなものを出す先生もいらっしゃるみたいなの

で、そういうのを簡略化するというのは負担軽減になると思う

んですけれども、通知表の場合はどうなんでしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  通知表の簡略化はどのぐらい負担軽減になるのかということ

ですよね。これは指導課が担当と書いてあります。指導課でい

いですか。 

 

大江剛 指導課長  通知表の作成につきましては、例えば小学校におきましては、

中学校もですけれども、まずは道徳が教科化されて、これは文

章表現ということでございます。あと英語も３年生、４年生は

外国語活動、５・６年生は教科になりました。そのほかにも総

合的な学習の時間ですとか、特別活動ですとか、いろいろ子ど

もたちの日頃の学習状況を文章表現等で評価をしていただいて

いるわけでございまして、そういったところで以前と比べると、

評価の割合がかなり増加してきているというようなところで、

学校側からもそういったご意見です。通知表につきましては、

これは公簿ではございませんし、校長の権限の下に作成される

ものではございますけれども、そういったところでの意味での

簡略化というところで理解しております。 

 

遠藤洋路 教育長  概要版の４ページですけれども、本文だと５４ページですね。

この本文の５４ページを見ますと、令和元年度、通知表関連業
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務について「負担である」、「どちらかといえば負担である」と

答えた教員が小学校で８０．１％、中学校で７１．３％という

ことですから、負担ですかと言われると、負担ですと言う人の

方が多いという結果になるということですから、簡略化すれば

負担軽減、少なくとも負担感の軽減にはなるんだというふうに

は思いますが、どのぐらい簡略化できるかというところにかか

っているかもしれませんけれどもね。 

 

西山忠男 委員  私の印象は、通知表はとても大事なもので、家庭も重要視し

ていますから、それを簡略化されると、ちょっと家庭のほうか

らクレームが出そうな気もするんですよね。ですから、文章表

現で評価しなければいけないという部分が増えたというのは分

かるんですけれども、それも簡略化するわけにはいかない。評

価は簡略化するわけにはいかないと思うんですよね。なかなか

難しいところだと、通知表が負担だというのは分かります、確

かにね。分かりますけれども、簡略化はなかなか効果的な簡略

化というのは難しいんじゃないかなという気がしたものですか

らお尋ねした次第です。 

 

塩津昭弘 教育次長  私のほうで教育課程の懇談会を持っておりますけれども、そ

こで先日、この件についてお話をいたしました。特に小学校の

方が、負担感が大きいというふうなことで上がっております。

特に学期末に出すことに対しての抵抗が大きいというふうなこ

とです。夏休みを前にして事務量が非常に多くなるというよう

なことがありますので、それに対して回数を減らすことができ

ないかというふうなことで小学校長会から要望がありまして、

この学期の数とそれから通知表の回数に関しては一緒でなくて

もいいというふうなことでこちらのほうでお示しをしましたと

ころ、それに則ってやりたいと。それに代わるような取組とし

て、夏休みに三者面談とか家庭訪問とかをして、言葉でお伝え

することによって連携を深めていきたいと、いろいろな工夫を

しながら子どもたちの成長を見取って事務効率を上げていきた

いというふうなご意見がありましたので、その方向で進めてい

きたいというふうに考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  今の通知表はすごい項目が多くて、昔みたいに国語が３とか

算数が４とかじゃなくて、ものすごい国語なら国語でいっぱい

表、項目があって、ここにもありますけれども、その結果とし
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て、苦労の割に保護者には分かりづらいという、これ確かにそ

ういうところもあるだろうなと思うので、その辺を分かりやす

くするという意味でも簡略化する必要があるのかなというふう

には思いますけれどもね。必要な情報が伝わらないと意味がな

いですけれども、ちょっと今は項目が確かに多いのかなという

気はします。 

 

西山忠男 委員  今、教育長がおっしゃったのは、例えば国語だったら、話す

力とか書く力とか表現する能力とか、そういう項目がいっぱい

あって、それに丸をつけたり二重丸をつけたりしなければいけ

ないということですね。昔は、確かにそれはなかったですね。

単に点数だけで５、４、３、２、１だった。確かにそうかもしれ

ませんね。そこは簡略化してもいいかなという気はいたします。 

 

遠藤洋路 教育長  観点別で評価するということになっているので複雑になって

いますけれども、ちょっとそれは工夫が必要かなと思います。 

 他にはいかがでしょうか。 

 

小屋松徹彦 委員  まず、概要版のほうの１ページ目、プログラムの達成目標に

ついてもう１回確認をしておきたいんですけれども、目標１、

２、それから当面の目標というふうに書いてありますよね。目

標１は在校時間が１か月４５時間を超える教職員数を減らすと

いうことで、最終的には令和５年度に０にもっていくという。

これを３年間で達成しようということですよね。この当面の目

標の中に今度は在校時間が１か月８０時間を超える教職員数が

今でも二百何十名いらっしゃる。これを０に持っていくという

目標が当面の目標として掲げられていて、これも令和５年度末

までということで期間が書いているようですけれども、何かこ

れがちょっと今ひとつ私は理解ができないんですね。４５時間

を超える教職員でかつ８０時間を超える方が２６５人というよ

うな理解でよかったでしょうか。 

 もしそうであれば、当然この８０時間を超える教職員を０に

するというのは非常に分かりますけれども、目標の１について

は、じゃ、この令和３、４年、５年、この３年間でどういうふう

な数字の経緯を目標として掲げられるのか。いきなり年度末に

０というのでは、目標としてはちょっと不明確かなという気が

するわけですね。もう少し単年度で数字を区切っていって、何

とかそれを達成するということの方が私は具体的な目標として
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は達成に近づくんじゃないかなという思いがありますが、いか

がでしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  その目標について。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 今回の目標の１と当面の目標でございますけれども、今年度

の４月に規則を改正しまして、４５時間以内というラインをま

た新たに設けました。ただ、前回、今のプログラムにおいては

８０時間を超える教職員を０にするという目標を立てておりま

したけれども、こちらがまだ達成ができていないということで、

まずは当面、最初に掲げた目標をクリアにするということと併

せて、規則に定めた４５時間についても０にするというちょっ

と二重になりますけれども、そういう組立て方をしております。 

 ４５時間の令和５年度までどういうふうに段階的に減らして

いくかということについては、すみません、各年度でどのぐら

いの効果を出していくかということを細かく算定しておりませ

んので、なかなか今、お示しすることは難しいです。ただ、今

回、説明の中でも触れましたとおり、今年度、これまでの課題

を踏まえて、優先度の高いものから持ってきたつもりです。中

でも部活動の見直しについては小中学校とそれから文化部と併

せて新しい団体に委託をするとか、そういったことも考えてお

りますので、それが叶えば達成できるのではないかというふう

に踏んでおります。 

 

遠藤洋路 教育長  目標１については何年にいくつというのを示すのはちょっと

難しいということですか。 

 小屋松委員、いかがでしょうか。 

 

小屋松徹彦 委員  我々が中期の経営計画をするときには、例えば３年と決めた

ならば、３年目にはこうなるということで、今度は次に単年度

の計画と必ずやっていくんですね。やっぱりそこでの数字を出

しながらやっていかないと、３年目の計画が達成できるかとい

うのはやっぱり非常に曖昧になっていきますので、そういうこ

とがあるから今、質問させていただきましたけれども、少なく

とも今おっしゃったように、目標が立てにくいということであ

れば、令和３年が終わったときに、じゃ、どれぐらいの数がそ

れを達成できたかというその結果で構いませんので、それは毎

年出していかれた方が、もっと徹底できるのかなと思いますの
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で、そこはお願いしたいと思います。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 委員ご指摘のとおり、実際、実績は月ごとに取っております。

今後、この新たな２期目のプログラムを推進していくに当たっ

ても、定期的にこちらの会議でもご報告をさせていただいて、

どのぐらいの進捗なのかと、どこが良かったのか、良くなかっ

たのかと、そういったことも併せて報告をさせていただきたい

と思っております。 

 

遠藤洋路 教育長  では、定期的に報告をするということでよろしくお願いしま

す。 

 

小屋松徹彦 委員  今度は取組項目の４ページ、この４についてちょっといくつ

かご質問したいんですけれども、まず恐らくこの教頭業務とい

うのは、教頭先生の超過時間というのがかなり多いということ

はよく私も分かっておりますけれども、ここをいかに減らすか

というのが本当に肝かなというふうに思っていますので、ここ

はもう大胆にやっていかれないと駄目かなというふうに思いま

す。 

 確かどこかに書いてありましたように、校長、教頭が早く帰

った日には皆もすっと帰りましたみたいな、そういう記述もあ

ったぐらいで、やっぱり管理職の方々が早く帰るということが

一般の教職員の方々が帰るという動機づけになるんですよね。

これは我々の職場でもそうですけれども、いつまでも残ってい

たいけれども、いや、そうじゃなくて、やっぱりここは帰ると

いうことを実践しないといけないかなというふうに思います。 

 それともう一点は確かこれも教職員の方々の意見の中に、水

曜日に早帰りすると一律に決めるのではなくて、その人に合わ

せたことで週に１回は早帰りをつくるというふうなご意見が出

ていましたけれども、私はちょっとこれに疑問なんですね。や

るのであれば決めてその日にやった方がいいです。そこに皆さ

んが合わせればいいだけのことで、これを週に１回、面々にと

いうふうになってしまうと、やはり帰りづらくなるということ

に繋がっていって、結果的にはまた元の木阿弥になりかねない

と思うので、私は例えば水曜日には、うちは「すいすい水曜日」

というふうに決めて、早帰りの日に決めていますが、そのよう

にして週に一遍、１日みんなで合わせて早帰りするということ

を決めた方が私はいいのかなというふうに思いました。 
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 それから、これは資料のほうの６４ページ、ここで出勤のタ

イムカードのことがありましたよね。何ページでしたか。タイ

ムカードの打刻というのが、確か２９年度から導入されたとい

うふうに書いてありますけれども。 

 

遠藤洋路 教育長  ６０ページですか。 

 

小屋松徹彦 委員  ６０ページですかね。２９年度からこれ導入されて、もう３

年経つのに今でもまだこの打刻が徹底されていないというふう

に書いてあるんですが、この打刻をしないという理由、原因と

いうのは何なんですかね。意固地になって押されないのか、忘

れたのか、何かそこら辺の分析ってされていますか。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、２点ありましたから、１点目は学校改革推進課でしょ

うか。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 教頭業務の業務削減についてということですけれども、この

プログラムを検討する中で、最初に現場からのご意見を募った

中には、最初はこの教頭にスポットを当てた取組について上が

ってきませんでした。ただ、私どもで職種別に見たときに、や

はり教頭業務の負担がものすごく多いというのが時間数で分か

っていましたので、こちらから提案しまして、まずこの取組項

目４の１番目に掲げようと。これまでの会議の中でもこちらか

らの説明をしたと思いますけれども、どうもやっぱり文化、学

校文化の中で、教頭先生が最初から最後までいるというふうな

文化があると。これをどうにかしたいというのがあって、この

プログラムの中では、業務の分担を見直すですとか、ただそも

そも業務そのものを減らさないといけないわけですけれども、

ここに位置づけることによって、少しでも分散化、省力化が図

られればなという思いでここに書かせていただいています。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、タイムカードの打刻については、教職員課でしょうか。 

 

岩崎高児 教職員課長  タイムカードの出勤打刻率が１００％にならない理由ですけ

れども、教職員情報システムを平成２９年度、導入しています。

学校にはネットワークが２つあります。ｃ－ｎｅｔとｅ－ｎｅ

ｔというふうに２つありまして、教職員情報システムはｃ－ｎ

ｅｔ上で動いています。そのｃ－ｎｅｔ端末が各学校に３台と



令和３年（２０２１年）２月 教育委員会会議録【２月２５日（金）】 
 

 13 

か４台とか限られた台数しかございませんので、先生方は出退

勤をするためにそのｃ－ｎｅｔパソコンで打刻をすることにな

りますが、自分のパソコンはｅ－ｎｅｔ上のパソコンで、打刻

できないという物理的な問題があるということがございます。

あと、部活動で土日に来たときも、わざわざパソコンを起動さ

せて出退勤をするというところが面倒であるといった実態もご

ざいますので、その辺をｃ－ｎｅｔとｅ－ｎｅｔのネットを連

携させて、物理的な解決を図るとか、そういったところで取組

をいたしまして、ここの出退勤打刻率を上げていきたいという

ふうに思っております。 

 

遠藤洋路 教育長  打刻はここにありますけれども、まず自分のパソコンででき

るようにするということが１つ大きな解決策なんでしょうけれ

ども、それができるのが３年度から順次端末が入っていくとで

きるようになってくるということですよね。それまでの間は各

学校でｃ－ｎｅｔの端末がいくつかしかないので、ちょっと不

便だということもあるし、ここにありますけれども、土日、例

えば部活で来て、必ずしも職員室に寄るわけじゃないという場

合には打刻しない、ついつい忘れちゃうということもあるとい

うことで、意固地になっているとか政治的な理由で打刻を拒否

していますとか、そういうことは多分ないと思うんですけれど

も、やっぱりついつい忘れちゃうとか面倒くさいという人がま

だ多いということ、多いというか、一部ですね、１割弱ですけ

れども、いるということかと思いますので、自分の端末で簡単

に打刻できるようになれば大分打刻率は上がると思います。そ

れまでの間も職員室の端末でやるか、後で出勤したときにまと

めて入力するということもできますから、そういうことで改善

していくということになるんだと思います。どうですかね。 

 

小屋松徹彦 委員  先ほどご報告いただいた中に、やはりどこかに前からそうだ

というところの風土といいますか、それが何となくあって、な

かなかそれが障害になっている部分もあるんじゃないかと。企

業じゃ普通考えられませんよね。タイムカードを押すというの

は、これはやりますよ。これやらなかったら何をやっているん

だということになるわけです。それがこの教職員の世界では、

１割ぐらいの方々がまだそれでもやっていないというのは、ど

こかにこれまでの根づいてきた教職員の中の考え方というのが

あって、それがなかなか拭えないんじゃないかなという気がす
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るんですね。そこが給特法というんですか、法律のそもそもの

決め方が、ある程度の残業を含んだところで決められていると

いう何かそういうところに原因があるのかなという気もします

けれども。ここは徹底して切り替えていかないと、というのが

意識改革という面でそれをしていかないと、多分この学校改革

というのはなかなか進まないんじゃないでしょうか。教職員が

いかに意識を変えて、自分たちも変えようという気持ちになる

かというところがないと、いくら教育委員会で一生懸命こうや

ってプログラムをつくってやろうとしても、現場が動かないと

いうことじゃ、やっぱり話にならんと思うんですね。そういっ

た点はちょっと指摘しておきたいなというのと。 

 それから、先ほどの教頭の件ですけれども、教頭の業務とし

ては５２ページにいっぱい書き並べていただいているんですけ

れども、これも教頭の仕事かというのがやっぱりたくさんあり

ますよね。やっぱりこの教頭のポジショニングというのをもう

少ししっかり捉えて役職というのを決めていかないと、これも

恐らくこれまでがそうだったからという当たり前になっている

わけですよね。ここをやっぱり本当に大胆に変えていかないと、

そして教頭先生の役割というのを本当にもう１回見直さない

と、私、学校改革というのも中からの改革というのは難しいか

なというふうに思います。頑張ってやっていってほしいなと思

います。 

 

遠藤洋路 教育長  いかがでしょうか。何か総括的にコメントがありますか。よ

ろしいですか。 

 教頭業務は本当に学校以外では、これは管理職の仕事じゃな

いよなというようなことが多々あると思うので、それは見直し

ていくということですよね。 

 打刻もどうですかね。ちょっと今度の人事異動を考えるとき

に、ちゃんと打刻しているかどうかをチェックしましょうかと

いうふうにしたら、みんな急に打刻するようになったりするん

ですかね。大丈夫ですかね。勤務評定に打刻率を反映させます

か。それは冗談ですけれども、ただやってねで本当にやってく

れるんだったらいいけれども、３年経ってもやってくれないん

だったら、何かやったら得するか、やらないと損するか、そう

いう仕組をつくるのも確かに一案ではあるかもしれませんね。

企業の場合はサービス残業をしたら違法ですから、打刻しなき

ゃいけないわけですよね。教職員ももちろん勤務時間を管理は
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しないといけないんですけれども、給料に反映されないから、

そういう何らかのものがあってもいいのかもしれませんね。 

 

西山忠男 委員  何のために打刻が必要なのかということに疑問を感じている

教員もいるんじゃないですか。そういう気がしてならないんで

すけれども。皆さん、ちゃんと朝は来て遅くまで頑張っている

わけですから、自分たちはちゃんと働いているんだから、別に

そんな打刻なんて必要ないよという気持ちがあるんじゃないか

なという気もします。 

 

遠藤洋路 教育長  そうですね。だから勤務時間をちゃんと把握しなきゃいけな

いというのは、ちゃんと働いているかどうかとは別の問題でや

らなきゃいけないんでしょうけれども、そういう意識ができて

いないということかもしれません。これがルールなんですとい

うことだったら、本当にルールを守らない人にはペナルティー

がありますよということもあり得るとは思いますよね。ちょっ

とどうですかね、そこはもちろんそんな急に打刻しなかったら

何か罰を受けるということは急には難しいでしょうけれども。

本当にルールなんですよということははっきり示していく必要

があるのかもしれませんね。ちゃんと仕事しているからいいじ

ゃないかではなくて、ということですよね。管理職の義務でも

あるわけですよね。職員の勤務時間をちゃんと把握して、健康、

安全管理もしなればいけないわけですしね。そういうのを校長、

教頭にも徹底していく必要はあるでしょう。 

 

小屋松徹彦 委員  今の西山委員の考えを聞きながら、ああ、やっぱり先生とい

うのはそういう考え方をされるのかなと思って、私は少しそこ

はうん？と思うんですよね。頑張り過ぎているんですよ、先生

たちは本当に。一生懸命されているから、だからどこかで歯止

めをかけてあげないと、多分、一生懸命がそのまま続いていっ

てしまうと思うんですよ。だから打刻するというのはやっぱり

そこで１つ区切りをつけてもらうというか、意識的に自分の気

持ちを切り替えてもらうというか、そういったことの動機づけ

になるかなと思うので、私はそれをやっていただきたいなと。

先生たちが本当にいろいろなことを抱えてやっているのは百も

承知なんですが、これをこのまま続けていったら、本当にまた

体を病むとか、心を病むとか、そういった方々が増えていく一

方になってくるんじゃないかなというのがちょっと心配すると
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ころですね。 

 

西山忠男 委員  私が言ったのは大学での経験を踏まえて申し上げたんですけ

れども、大学でも１年ぐらい前ですかね、打刻が始まったんで

すよ。それは労働管理、働き過ぎて体調を壊さないようにとい

う意味での労働管理の観点から始まったんですよね。だけれど

も、教員の中には、そんなことは心配してもらわんでもいいと、

自分でちゃんとやっているんだからといって、面倒くさいこと

はせんという人もやっぱりいるんですね。だから、小中学校で

も似たようなことはあるのかなと思ったので申し上げただけで

す。 

 

遠藤洋路 教育長  大学と多少、働き方は違っても、意識としては似たような意

識は多分あるんでしょうね、やっぱり。ただ、実際、自分はよく

ても長時間仕事をしたら体を壊しますからね。そこは防いでい

かなきゃいけないというのは我々の義務ですから、やっていく

必要があるんだろうなというように思います。 

 他によろしいですか。 

 

泉薫子 委員  私から１つ質問なんですけれども、小学校の高学年における

一部担任制について書いてありまして、これを推進することで

負担を減らそうという取組になっているところなんですけれど

も、ちょっと全体的に教えていただきたいんですけれども、今

後、どういったかたちになっていくのかというのが分からない

ということで教えていただきたいという点が１つ。 

 それと今、現在はここでの取組は交換授業で高学年の負担軽

減につながる工夫をする学校を増やしていこうという取組をさ

れているんですけれども、こういう現場での交換授業を推進し

ていただくというふうになっているんですけれども、それがで

きるような人の配置といいますか、先生の配置、高学年の先生

がそういった交換して授業ができるような人材を配置している

のか、教育委員会はそういうふうに工夫して入れているのかと

いう点などもこれから気になるところなんですけれども、どう

いった問題点があるのか、またこれからどういったことに気を

つけてやっていこうと思っていらっしゃるかというのを教えて

いただきたいです。 

 

松島孝司 学校教育部長  複数課にまたがりますので、私のほうで一括してお答えしま
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す。まず後半でお尋ねになった教科担任制の人的配置の部分で

ございますが、現在、加配教員として、少人数加配とかＴＴ加

配というのがございますし、音楽専科とか理科専科という専科

加配もございます。少人数加配の場合には基本的に加配の先生

と担任と両方、授業をすることになるので、空き時間は生まれ

ないのですが、音楽専科みたいに専科加配とすると、専科の先

生が授業をされる場合には担任は空き時間ができるわけです

ね。そうすると、ここにあるような時間数の軽減にもつながっ

ていくということで、加配の運用の仕方を柔軟に学校で工夫し

ていくことを今後進めていく必要があると考えております。 

 それと、前半部分は今後の動き・効果ということでよろしい

でしょうか。基本的にはいろいろなパターンがありますが、教

科担任に取り組んだところでは大分余裕が生まれたと聞いてい

ます。中学校は基本的に教科担任制ですので、１回、授業の準

備をすると、５クラスでする場合は５回、同じことを繰り返せ

ばよろしいわけでだんだん質も上がっていきます。小学校の場

合には１回だけで、自分の担任のクラスでしたら、もうそこで

おしまい、次の授業はまた違う教科、というところがかなり大

きな要素としてございます。特に高学年で内容がどんどん高度

化していきますので、だんだん教科担任制の重要性というのは

増していくのかなと考えているところでございます。ただ、ネ

ックとしては、時間割の調整があります。小学校の場合には、

自分の学級だけで時間割を自由にできたのが、ほかのクラスと

の連携が出てきますので、その調整をご苦労されているという

のはアンケートでも出てきているところでございます。 

 以上です。 

 

泉薫子 委員  分かりました。そうなると、小学校の、今、市立小学校の先

生、教諭というふうに見ているんですけれども、高学年専門と

か、専門性が少し出てくるかたちになるということになるんで

しょうか。 

 

松島孝司 学校教育部長  おっしゃるとおり、小学校の中にもある程度の専門性が出て

くると考えています。特に高学年の場合、小中一貫の趣旨とし

ては、高学年でいろいろな先生から授業を担任してもらうとい

うようなところも含めての小中一貫でございますので、高学年

にとっては専門性の部分は、これからはある程度、出てくるの

かなと認識しております。 
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遠藤洋路 教育長  よろしかったですか。 

 他には。 

 

出川聖尚子 委員  １点目がプログラム、この時間創造プログラムはどのように

教職員の方に広報していくのか、あるいは保護者の方に伝えて

いくのかという今後の広報のお考えをお聞きしたいのが１点

と、2点目が新規で年休、休暇の推進というのが出てきていまし

たけれども、長時間働いている方が年休を取るのは難しいので

はないかと思うんですが、その取組として先ほど１月から１２

月の休暇のあり方を変えていくということだったんですが、他

には何か具体的な方法を考えていらっしゃるのであれば教えて

ください。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 １点目のプログラムの広報、教員向けということですけれど

も、このプログラムが確定します３月末の後に個人宛てにプロ

グラムをお送りすることもできますので、直接送りたいと思い

ます。市のホームページにも併せて上げたいと思っております。

それで保護者も見ていただけるとは思うんですけれども、ただ

確実に届くようにするにはどうしたらいいかということも併せ

て、このプロジェクト会議というのを持っておりまして、そこ

で議論をしました。これまではホームページに載せたりとか、

単発でシンポジウムを開催したりとか、あとは国もやっていま

すけれども、チラシを作るとか、そういうことではなかなか届

かないんじゃないかということで、新しいプログラムもできま

すので、その会議の中では、例えばそれぞれの取組を動画とか

見やすいように工夫して上げていく、そういうかたちがいいん

じゃないかとかいう話を１回したんですよね。そうしたら、学

校サイドとしても、じゃ、例えば本体は私たちのほうでつくっ

て、学校それぞれの取組なんかも付けて出すといいんじゃない

か、そんな前向きな話も出ましたので、効果的な広報というの

をしっかりやっていきたいというふうに併せて考えておりま

す。 

 それから、年休の取得については、他団体の例を引き合いに

出しました。９月から８月までに設定している団体の例を見る

と、うちより取得は高いということが分かりました。ただ、も

う１つ、丸々１日休むという方法とあとは時間休を取るという

やり方もあると思います。プログラムの５８ページ、（４）に管
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理職マネジメント研修の充実と意識改革という項目を持ってい

ます。やはり管理職のご指導の中で休暇を取るというのが必要

かなということで、ここの取組内容の下のほうに、これは他団

体の例ですけれども、例えば下のほう、ハッピーファミリーデ

ーというものが書いてあると思うんです。月１回の金曜日を４

時間授業にして、下校を２時間早めると、この時間を活用して、

時間休を取る職員も増えたと。丸々長期休業期間に取るだけで

はなくて、こういった活用の仕方もあるので、参考にしていた

だきたいというようなことも併せて考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  よろしかったですか。 

 

出川聖尚子 委員  はい。 

 

遠藤洋路 教育長  では、他にありますか。 

 

西山忠男 委員  すみません、このプログラム、概要版だけ見る限りは、通常

学級のことだけに限定されているような感じがして、特別支援

学校とか、そういうところにおける時間創造プログラムという

のはどうなっているんでしょうか。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 委員ご指摘のとおり、特別支援学校とかに特化するものは確

かにありません。ただ共通するものはあると思いますので、そ

の一部分については適用していただきたいと思っているんです

が、確かに学校からご意見をいただくときに、例えば幼稚園で

すとか、高校ですとか、専門学校も含めてですけれども、何か

独自の悩みといいますか、問題点があれば、そこに即応するよ

うな取組を個別にやらなくちゃいけないなというのはありまし

たので、今後、個別にお話を聞いて、必要があればこのプログ

ラムに盛り込むとか、そういったことも考えていく必要がある

というふうに考えております。 

 

西山忠男 委員  特別支援学校にはやはり独自の時間のかかるいろいろなこと

があると思うんですよね。そこを汲み上げて、そこのところを

改善するようなプログラムもぜひつくっていただきたいと思い

ます。 

 

遠藤洋路 教育長  では、そこは検討のほうをよろしくお願いします。 
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若杉敏郎 特別支援教育

室長 

 今ご指摘いただいたこと、本当にありがとうございます。特

別支援学校につきましては、特別支援教育に関する拠点的な職

員の研修を担当するような業務があって、そこを担っていただ

いているということがあります。ですので、小中学校で支援が

必要な子どもさんたちについてのアドバイスをしたりするとこ

ろがありますので、小中学校とは違う業務がありますから、校

区が大きいということも含めて、職員がいろいろ対応する内容

も小中学校とは違ってきたりするところもありますので、ぜひ

その辺も確認しながら、働き方改革につなげていければと思い

ます。ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  この９ページの学校種別の時間外勤務の状況を見ると、特別

支援学校は小中学校に比べると時間外勤務は少ないように、長

時間勤務している人の数の割合は少ないような気はしますけれ

ども、それぞれの学校種でそれぞれできることがあるというこ

とであれば、これはやっぱり考えていく必要があると思います

ので。やっぱり中学校が一番多いですね、時間外というのは。

ただ各学校種での取組をお願いします。 

 他にはよろしいでしょうか。 

 では、他になければ本件は以上といたします。 

 

 

・協議（２）校則・生徒指導のあり方の見直し（案）について 

 

《濱洲義昭 学校改革推進課長 提出理由説明》 

 

遠藤洋路 教育長  では、本件についてご意見、ご質問がありましたらお願いい

たします。 

 これは苫野委員が非常に熱心というか、なので本当は、今日

は苫野委員がご欠席なのは大学のお仕事でということで大変残

念なんですが、一応事前に意見を伺いました。苫野委員からは、

この規則改正案のところで、現行だと「法令、条例又は規則等

に違反しない限りにおいて」となっていますけれども、これを

「必要かつ合理的な範囲内で」というふうにするということで、

今の案の方が縛りが強くていいんじゃないかというご意見があ

ったんですが、これはそうじゃなくて、法令、条例、規則に違反
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しないというのは書かなくても当然で、「必要かつ合理的な範囲

内で」とするのは、つまり合理的なものじゃないといけないん

ですよと、非合理的な校則は制定することができないんですよ

ということを示すものですよというご説明をしたら、ああ、そ

れならこっちの方がいいですねというご意見でありました。も

う１点は、最後のガイドラインのところの生徒指導のところ、

最後というか９ページですね。この表がとてもいいですねとい

うご意見が苫野委員からはありました。以上２点、事前に意見

を聞きましたのでご報告します。 

 他にはいかがでしょうか。前回もご覧いただいていますけれ

ども。 

 

西山忠男 委員  合理的な理由を説明できない規定というところが、非常に難

しいところがあるんじゃないかと思うんですよね。例えばよく

話題になる下着の色まで指定してあるとかいう、あれは非常に

不合理だと一般的には思われますけれども、多分そういう校則

ができた理由は、例えば真っ赤なＴシャツを下に着ていて、上

から白いシャツで登校すると、当然Ｔシャツの色が透けて見え

るわけで、そういうことをしちゃ駄目よというのが本来の規定

だったんじゃないか、校則だったんじゃないかなと思うんです

けれども、それがちょっと今、行き過ぎているような部分があ

ると思うんですけれども。ですからそういったこと、事例１つ

取ってみても、合理的な理由かどうかという判断が極めて難し

くなるので、それは学校で判断していただくしかないというこ

とになりますかね。そういう理解でよろしいでしょうか。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 委員がおっしゃいますとおり、各学校でそれぞれの決まりに

ついてやっぱり理由がまずつけられるものなのかというのを多

分見ていくんだろうと思いますし、今回の話合いの中では、こ

の児童生徒や保護者からの提案も当然あるわけでしょうから、

それを基にこの理由についてつけられるのか、つけられないの

か、そういった話合いをされていくんだと理解しております。 

 

遠藤洋路 教育長  このガイドラインの７ページのところですよね。この７ペー

ジに必要かつ合理的な範囲ということで、①から④まであって、

①から③、「生まれ持った性質に対して許可が必要な規定」「男

女の区別により、性の多様性を尊重できていない規定」「健康上

の問題を生じさせる恐れのある規定」、この３つは必ず改定して
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くださいと書いてあるけれども、駄目ですよという意味ですよ

ね、これはね、この３つはね。４番目の「合理的な理由を説明で

きない規定や、人によって恣意的に解釈されるようなあいまい

な規定」、これは各学校で見直してくださいということですか

ら、各学校でこれが先ほど西山委員がおっしゃったような赤い

シャツの上に白いシャツを着るということが合理的な理由で禁

止されているのかどうかということは、これは各学校で話し合

ってくださいということですよね。だから必ず人権侵害的なも

のは見直してもらわなきゃ困るけれども、合理的かどうかとい

うことは各学校で話し合ってくださいと、こういうつくりにな

っているというそういう理解でいいんですかね。 

 他にいいですか。 

 

小屋松徹彦 委員  ６ページに示されている会議、学校、それから地域、それか

ら生徒、３者の会議がありますけれども、ここがどれだけ活性

化するかというのが教育的にも非常に大事な場面だろうと思う

んですよね。生徒指導の中にも書いてありますけれども、先生

方のこの会議に対する姿勢というか、考え方というか、ここら

辺も逆に問われてくると思うんですよね。だから、確かに子ど

もたちの民主主義の教育というか、これもあるかもしれません

が、逆に先生方も少し考え直さないといけないところがあるか

なというぐらいのことで、少しきちんと子どもたちの話を聞く

というか、そういう態度を見直すいい機会になるんじゃないか

なと思いますので、期待しています。 

 

遠藤洋路 教育長  おっしゃるとおりかと思います。 

 あと、すみません、私から１つ聞きたいんですけれども、こ

の小中学校の管理運営に関する規則の改正は、これは教育委員

会会議で決定することが当然なんですけれども、このガイドラ

イン案についても教育委員会会議で決定する対象になっている

というふうに、議案になるというふうに伺っています。その場

合はこのガイドラインの例えば今後、細かいところを修正した

いというときも全部毎回教育委員会会議にかけなきゃいけなく

なると思うんですけれども、それはそれが適当だというふうに

考えていますか、担当課としては。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 このガイドラインについても重要な学校教育の一般方針を決

めるものだと理解していますので、議決は要ると思っているん
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ですけれども、どのようなスパンでやるかということについて

は、８ページに（４）で見直しのスケジュールと書いておりま

す。どのような見直しが各学校で進むのかということを把握し

ながら、ガイドラインそのものもその状況に合ったもの、ちゃ

んと合ったものになっているかというのも併せて見直さなくて

はいけないなと思っていて、そのタイミングでこのガイドライ

ンの変更が生じるものと思っています。それが１年に１回なの

かどうなのかというのはあるとは思いますけれども、見直しの

タイミングはあると理解いたしております。 

 

遠藤洋路 教育長  見直しはするんだと思うんですけれども、教育委員会の議決

の対象にすることによって見直しがしにくくなるとか、見直し

の頻度が少なくなるとか、ハードルが上がるとか、そういうこ

とはないですかね。担当課としてなければいいんですよ。別に

私たちとしては別に毎回かけてくれればそれで結構なんですけ

れども、担当課としてのそういう不都合というかはありません

か。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 現時点では今のところ、具体的にはちょっと見通せないもの

ですから、運用が始まってからまた考えたいと思いますので。 

 

遠藤洋路 教育長  でも、１回ここで決めちゃったら、後は、じゃ、これからは事

務局で決めることにしましょうというのはなかなかできなくな

ると思うんですけれども大丈夫ですかね。はい、じゃ、そこは

部長、次長も大丈夫ですか、それはそれでいいですか。 

 さっきのプログラムみたいなものはここで決めるわけですよ

ね。だからそれと同じ位置づけにこのガイドラインがなるとい

うことで、ここで決めた方がもちろん正式な文書、よりそうい

う正統性が高まるとは思いますが、その分、毎月、見直しをし

ましょうとか、ちょっとここが間違っていたからここを修正し

ましょうみたいなことはそんなに簡単にはしにくくなりますけ

れども、そこはいいですかね。 

 

松島孝司 学校教育部長  ご指摘の点は見直しをせねばならないという前提に立った場

合には、確かにそういうことになるかとは思います。ただこの

ガイドラインは細かいところまでがちっと規定しているもので

はなく、基本的な方向性を指し示すものという認識をしており

ますので、そういう意味ではここでしっかりご意見をいただい
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て、さらに叩いて、１回枠組みを決めたならば、そうそう変え

るものでもないのかなと考えています。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。じゃ、このガイドラインもそんなにしょっち

ゅうあれこれ変えるわけじゃなくて、１回決めたらしばらくこ

れでいくと、そういうつもりだということですね。はい、分か

りました。 

 他にはよろしいですか。 

 

出川聖尚子 委員  どこに記載をしたらいいかは分からないんですけれども、も

しかしたらどこかに既に書いてあるのかもしれません。子ども

たちに意見を言ってもらってもその意見が通らないような場合

があるかと思うんですが、そのときにそれがなぜ通らないのか

ということに対する説明責任を大人が負うと思います。教職員

や保護者、児童がお互いに意見を言い合う場がモデル校の仕組

にありましたけれども、教職員側の態度として、児童生徒に意

見を言えるような場を提供する、サポートするというのは書か

れているので、その意見に対して説明責任を負う、しっかり受

け止めるということを加えられるといいのではないかと思いま

した。 

 それと、もう１つ、ここは校則のことが書かれていましたの

で子どもにも分かるかと思うんですが、もう１つ、子どもに意

見を言ってもらうときに必要なのは子どもにどういう情報提供

をするかということも大事な前提条件になるので、情報提供の

仕組と説明、大人の説明責任というのがこの中に組み込まれて

いるようでしたらそこを教えていただきたいのと、ないようで

したら、そういう考え方を書かれるといいのかなと思いました。 

 

遠藤洋路 教育長  では、今の点はいかがでしょうか。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 １点目のまず子どもたちが意見を挙げたときに通らない場合

はどうするかということですけれども、ちょっと具体的には考

えておりませんでしたが、少なくともこの桜山中の例だと、基

本的に保護者、教員、生徒さんから挙がってきたものはみんな

この議題に上がるという仕組は取られています。その中でそれ

を審議するかどうかというのをまた話し合われるという仕組に

なっておりますが、例えば決めていく段階でやっぱりどうして

も認められなかったというような場合に、表現は適切かどうか
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分かりませんけれども、不服を申し立てることができるとか、

そういうのも１つあるのかなと。これはすみません、私の中で

考えているだけですので、そういった問題が出てくるかもしれ

ないなというふうに今、委員のお話を聞いて思いました。 

 あとは情報提供の仕組ということですけれども、これも小中

学校、それぞれ理解度とかもあると思いますけれども、何を題

材に話し合っていくかという、円滑にこの中で話合いができる

ような情報提供、そのコーディネート的な役割も学校か、ある

いは保護者の方にも要るのかなとは見通しておりました。この

令和３年度以降にまた始まってからうまく機能している例あた

りも聞いて、またうちからも周知ができる部分はやりたいなと

は思っております。 

 

遠藤洋路 教育長  今の２点はとても大事なところだと思います。この仕組でい

っても、最終的に校則を決めるのは校長です。ですので、教職

員と児童生徒と保護者が一致してこういう校則の改正をしてほ

しいという決定をした場合にでも、校長はそのとおりにする必

要はなくて、違うことを決定することもできるわけですね。た

だ、その場合にはやっぱり校長はその理由を説明する責任とい

うのはあるんだろうなというふうに思いますよね。生徒が提案

したもので、生徒と教職員と保護者で話し合った結果、それが

採用されなかったという場合はその話合いの中で理由を恐らく

説明することになると思いますが、校長が３者の意見と違う決

定をする場合には、やはりそれは説明する必要はあるんだろう

と。 

 それから、その前提として教職員と児童生徒と保護者が適切

な判断をできるようにするためには正しい情報がないといけな

いというふうに思いますから、その情報提供というのが非常に

重要ですよね。教員が、例えば教職員だけがたくさん情報を持

っていて、保護者と児童生徒はあまり情報を持っていない状態

で議論すると、あるいは判断してくださいというのもフェアで

はありませんよね。だからその辺の情報提供というのもしっか

りやっていく必要は、これはあるんでしょう。 

 なので、その２点はこのガイドラインの中に、６ページぐら

いのところに、決めていく仕組というものの中に反映させると、

よりよいものになるんではないかなというふうに思いましたの

で、ちょっとそこは検討してみてください。よろしいですかね。 

 なので、これは大人のというふうに出川委員はおっしゃいま
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したけれども、必ずしも大人といっても教職員、保護者もここ

でいうと児童生徒と同じような位置づけであって、最終的には

校長が決めるということになりますから、この校長が決めたと

きの説明責任というのを負うということなんだろうと思いま

す。よろしいでしょうか。 

 他には大丈夫ですか。 

 では、本件は以上にいたします。 

 

 

日程第５ 報告 

・報告（１）広報広聴関係について 

 

《事前資料配布》 

 

・報告（２）第２次熊本市特別支援教育推進計画の策定について 

 

《若杉敏郎 特別支援教育室長 報告》 

 

遠藤洋路 教育長  では、本件についてご意見、ご質問がありましたらお願いい

たします。 

 できるだけパブリックコメントの意見を反映させて修正でき

るところは修正をしたということですね。 

 

西山忠男 委員  １つ気になりますのは、特別支援学校の卒業生の支援という

ことなんですけれども、例えば卒業して就職はしましたけれど

も半年でもう辞めましたというようなケースもあると思うんで

すよね。そういう卒業生について一切知らないという態度はち

ょっと冷たいと思いますので、その辺の支援については書いて

いないような気がするんですが、何かありますでしょうか。 

 

若杉敏郎 特別支援教育

室長 

 西山委員のご指摘のとおり、特に平成さくら支援学校になる

と思いますけれども、高等部の生徒さんたちにとって就労、卒

業というのは非常に大きな意味を持っております。あおば支援

学校も今年でき初めて卒業生を出しますが、平成さくら支援学

校の取組ということにおきまして、就労、進路指導の充実とい

うことは、中身として位置づけております。 
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 委員のご指摘のとおり、就労した後の支援体制というのは非

常に重要だと思っていますし、実際の教育活動として、今年度

もコロナの中ではありましたけれども、現場実習というのを３

回ほど平成さくらがやっている中で、そこに子どもたちがいた

り、いろいろな会議の中で情報が入ってきますので、そのこと

は平成さくらの業務として、進路指導主事を中心に職員が行っ

ていくと思っております。また、進路指導の充実イコール卒業

生の就労支援と裏表一体だと我々は認識しておりますので、そ

の辺もしっかり今後取り組んでいきたいと考えております。 

ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  よろしかったですか。 

 他にはいかがでしょうか。特にありませんか。 

 ないようでしたら、本件は以上といたします。 

 

 

日程第６ 自由討議 

・自由討議（１）市立高等学校・専門学校改革について 

 

《濱洲義昭 学校改革推進課長 説明》 

 

遠藤洋路 教育長  以前から答申をいただいていて、それを事務局の中で具体化

し、今回お示ししたということになります。答申から大分具体

的になっています。附属中学校をつくるとか、２５人学級、３

０人学級にするとか、その辺も加わっていますけれども、これ

に関してご意見があればお願いしたいと思います。 

 自由討議なので、感想でも何でもいいですけれども。これ自

由討議して、その後、どうなるんでしたっけ。いつ決めるんで

したっけ。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 すみません、今後のスケジュールを示しておりませんでした。

今、素案ということですので、今後の流れとしまして、来月の

市議会の常任委員会にまた報告を行いたいと思っております。

その後、パブリックコメントの手続を経まして、広くご意見を

伺った後、それは１か月ぐらいということで、令和３年度６月

議会についてこの計画の案として報告して、６月末には決定す

るような運びで考えております。 
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遠藤洋路 教育長  ６月末には教育委員会会議にまたかかるわけですかね。今、

今回の後、次は６月末の決定ということですか。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 はい、そのように考えております。 

遠藤洋路 教育長  じゃ、意見があるなら今言っておかなければいけないと、そ

ういうことなわけですか。教育委員会の委員の皆さんにとって

は。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 おっしゃるとおりでございます。 

遠藤洋路 教育長  分かりました。じゃ、今、意見があるなら今言っておかない

といけないということです。もちろん後から言っていただいて

もいいと思いますけれども。 

 

西山忠男 委員  非常によく考えられた素晴らしい案になっていると思います

けれども、例えばこの必由館のグローバル探究科を成功させる

ためには、やはり立派なカリキュラムとそれを教えられる優れ

た教員の確保が一番大事だと思うんですよね。先ほど校長は公

募とおっしゃったですかね。ですから、良い校長を選んで、そ

の校長の裁量で少なくとも何人かは優れた教員を採用できるよ

うでないと、今の教員だけでやろうと思っても、なかなかこう

いった改革はできないんじゃないかと思うんですが、その辺は

いかがなんでしょうか。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 委員ご指摘のとおり、教員の確保をどうするかというのが一

番の課題だと思っています。特に専門性、この基本計画に書い

ておりますとおり、少し専門性を上げるということですので、

今も力量のある教員の方はたくさんいらっしゃいますけれど

も、それをまたベースアップするような研修ですとか、あるい

は小中学校からの異動ですとか、新規で採用する、あるいは外

部人材の活用、あらゆる手法を考えているところです。今から

教育課程を具体化していくに当たって、どのような教員の配置

をするかということも併せて考えていきたいと考えておりま

す。 
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遠藤洋路 教育長  西山委員、よろしかったですか。 

 確かに教える人がいないとできませんから、そこはこれから

しっかり人を探すことも含めてやっていくということですね。 

 他には。 

 

泉薫子 委員  これから先に、非常に未来志向のある計画だと思っていいな

と思っているんですけれども、１点だけ、芸術探究科という科

が非常に漠然としているような気がするんです、幅広いですし。

どういった人材を育てることを目指しているのかというのがち

ょっとあまりよく分からないなというところがあるので、もし

新たな社会の創造に取り組む人材を育成するのと芸術というの

との整合性というか、どういった内容を考えていらっしゃるの

かというのがもっと見えるといいかなと思います。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 恐れ入りますが、本冊のほうの１８ページをご覧いただきま

すと、少し詳しめの材料を載せております。 

 最初の４行目ぐらいに、この芸術探究科における人材育成の

方向性、生徒像ということで、いくつか書かせていただいてお

ります。これはあくまでイメージということで書いております。

中身につきましては、今の必由館高校の中に芸術コース、音楽、

美術、書道、それから服飾デザインコースというのもあります

けれども、これらの４要素を複合的に融合的に学ぶというよう

な建付けで考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  １８ページですか。 

 

泉薫子 委員  できればもう少し未来的なといいますか、今の現状の延長と

いうよりかは、グローバル、もっと未来的な芸術というものを、

例えば熊本はすごく漫画の盛んな土地柄であったり、いろいろ

くまモンの芸術的な美術的なところの優れたところがある地

域、熊本はそういう地域ではないかなと思うんですけれども、

そういったものを伸ばせるような、書道というのは非常に１つ

のアイコンだと思うんですけれども、何か特色ある芸術性をも

う少し練っていただければありがたいなとちょっと思いまし

た。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 委員がおっしゃっていただいた漫画とかファッションも含め

てですけれども、熊本の独自性の１つとして、昨年の検討委員
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会の中でも市立ならではの特色の１つということでもご指摘を

いただいていました。今のこの芸術探究科の中にはそういった

ことを考えてはありませんけれども、今後、カリキュラムある

いは学校の活動あたりを考えるときには、そちらのほうとの連

携といいますか、そういったものを考えさせていただきたいと

思っております。ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  今のこの芸術コースと服飾デザインコースを足しただけじゃ

ないかという、こういうご指摘ですか。だから、何が新しいん

だというところですよね。もう少し柔らかくおっしゃいました

けれども、端的に言うとそういうことですね。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 すみません、ちょっと説明が足りずに申し訳ありません。１

８ページの真ん中に図表１６というのがありまして、この箱の

中にあるのが、各コースそれぞれの特徴ということです。例え

ばこの③を見ていただきますと、作品を作ると、それを全世界

に発信できるように、例えば英語の学習あたりもするとかとい

うことと、この④ですけれども、実際、実演家だけじゃなくて、

就職あたりも少し睨みながら、著作権ですとか、そういったこ

とも学んでいくような教育も併せて考えておりますので、今よ

り進んだものというか、そういったことを意識しております。 

 

遠藤洋路 教育長  そこの中に熊本らしさというか、その辺を入れていくことが

できればということですね。 

 他にいかがですか。 

 

西山忠男 委員  先ほどのグローバル探究科の教員の確保に関連してなんです

けれども、大学にいると、高大連携ということがよく言われる

んですよね。大学の側も高大連携を推進したいというふうに思

っていますから、こちらのほうも例えば熊本大学のグローバル

リーダーコース、あるいは長崎大学の多文化社会学部、あるい

は別府の立命館アジア太平洋大学、そういったところに働きか

けて高大連携の取組を進めながら、ちょっと大学の先生に来て

もらって講義をちょっとやってもらうとかいうようなことを考

えれば、非常に活発化するのかなという気がしますね。ここだ

けで完結していたら、やっぱりなかなかグローバルリーダーの

育成にはならないと思います。そこも考えていただければと思

います。 
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濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 ご指摘ありがとうございます。私どもは、この計画書の中に

グローバル探究科だけではなくて、探究的な学びを推進する、

それに当たって市役所ですとか企業とかと連携するというのを

書いております。当然大学もそうだと思いますけれども、書い

ていることに留まっていて、具体的にどうするかというのはま

たこれから考えていきたいと思っております。 

 

遠藤洋路 教育長  西山委員、よろしかったですか。 

 他にはいかがでしょうか。 

 

小屋松徹彦 委員  今回の各校における改革方針を見て、本当に私もなかなかい

い案ができていて楽しみだなというふうに思ったのが第一印象

でした。そんな中で、実は高知に視察に行ったときにちょっと

耳にしたフレーズがありまして、それを熊本流に直しますと、

熊本が見える者こそが世界が見えるというそういうキャッチフ

レーズなんですけれどもね。つまり、熊本のことがしっかり分

かっている、そういう人間が世界的な視野も持てるというか、

そういうことなんだろうと思うんですけれども、例えば必由館

高校の中高一貫というところでは、確かにグローバル・リーダ

ーの育成というふうに書いてありますが、グローバル教育の中

に多分範疇として入ってくるかと思うんですけれども、熊本の

特色、いいところ、そういったものをどんどん一度若いうちに

吸収するようなカリキュラムというのがぜひあった方がいいか

なというふうに思いますので、できればこの附属中学校あたり

からのグローバル教育の中にそういう視点を持ってもらいたい

なというふうな希望です。 

 以上です。 

 

遠藤洋路 教育長  それって例えばどんな内容を想定されているんですか。 

 

小屋松徹彦 委員  先ほど泉委員もおっしゃっていましたけれども、熊本の特色

がありますよね。漫画家が結構多いというのもありますけれど

も、そういったところもありますし、やっぱり我々でも熊本の

いいところって意外と気づいていないというか、ないところは

目立ちますけれども、あるところは本当にしっかり見えている

かという点からすると、なかなかそれが見えていない。つまり

足元のこともよく分からなくて世界を語るなみたいな感じがす
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るから、そういった面での熊本の文化、伝統をしっかり身につ

けるという機会が必要かなと思うんですね。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 どうですかね。どうしたらそれができるかということですけ

れども、いかがですか。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 今、委員におっしゃっていただきましたお言葉は検討委員会

の中でも国際のほうにという話が出る中で、まずはその前に地

域のことを深く知らないと、外のこともよく分からないだろう

という話をされた委員もいらっしゃいました。今回、市立の学

校ですので、グローバルの視点を持った人材を育てるにしても、

まずはやっぱり地域で起こっている課題についてどうやってい

るのかというのは把握しないといけないと思いますし、探究的

な学びの推進の中でも、市役所と密接に関わりながら生きた学

びというか、それを推進していくというのを柱に置いておりま

すので、そこは意識してやりたいと考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  具体的にはこれからカリキュラムはどうするかということで

考えていくということですね。ご趣旨はおっしゃるとおりかと

思います。 

 他に、出川委員はどうですか。 

 

出川聖尚子 委員  感想はとても特色のある案が出ていると思います。これがカ

リキュラムなどで充実していくと、非常に期待できるのではな

いかなと思いました。 

 １つ質問があって、先ほど附属の中学校をつくられるといっ

たときに、芸術探究科ではなくてグローバル探究科にそのまま

進学するようなイメージで附属中学校があるというお話をされ

ていたかと思うんですが、それは何か理由があるんでしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  何で芸術のほうに入れないでグローバル探究科に限っている

のかということですかね。 

 いかがですか。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 今回の中高一貫の設置については、まず高校における分野を

決めながら、どの分野に中高一貫というかたちでのシステムを

入れると効果的な人材育成ができるかということを考えたとこ
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ろです。その中で国際の関係、英語ですとか国際感覚、こちら

の方が最も適しているのではないかと思いました。他のところ

もできないということではないと思いますけれども、この分野

での一貫教育に取り組みたいというふうに考えたところです。 

 

遠藤洋路 教育長  芸術の専門的な教育を中学校の段階でやるということになる

と、結構附属中学校の限られた人数の中だと大変になるのかな

というふうなところはあるので、グローバル探究科、英語とか

国際理解、こういうことであれば、附属中学校の中でもできる

でしょうから、そっちの方がやりやすいんじゃないかというこ

とですね。ただ、附属中学校の生徒の中でどうしても芸術に途

中で目覚めてそっちに行きたいという人がいれば、芸術探究科

に行けなくはないということなんですかね。そこはこれからの

もちろん制度の決め方によるんでしょうけれども。否定するわ

けではないでしょうね。ただ、中学校の段階で中高一貫の芸術

の課程をつくるというのは、ちょっと今のところは難しいのか

なというそういうことかなと思いますけれども。カリキュラム

の一貫性という意味では、中学校とグローバル探究科になるん

じゃないのかなということですね。ということでいいですか。

すごい書道がうまくてこっちへ行きたいという人はどうぞとい

うことになるんだと思いますけれども。附属中学校から高校に

行くときは受験というか入試はないわけですかね、附属だと。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 他の中高一貫で取られているシステムと同様、高校入試はな

い仕組で考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  でも、辞めてほかの高校へ行きたいという人は止められない

わけですよね、それはね。そこはしようがないですね。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 確かに、６年間ずっとという縛りがある学校もあるというの

は聞いていますけれども、高校に上がるときに変更ができると

いうところもあって、そこはそこでまた特色になっているとい

うふうに聞いておりますので、そこも併せて考えたいと思いま

す。 

 

遠藤洋路 教育長  縛りがあっても、辞めますと言われたら、駄目ですとは言え

ないですもんね。 

 他には。 
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小屋松徹彦 委員  総合ビジネス専門学校への改革、起業家育成を柱にというの

は非常に面白いなと思って見たんですけれども、例えば起業家

を目指す方というのは、何も高校生の年齢でなくても大人にな

ってからでもそういう希望を持つ方というのはいると思うんで

すが、定員７０名の枠といいますか、これは年齢制限とかそう

いったものを想定していらっしゃるのかをちょっと教えてくだ

さい。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 ビジネス専門学校の入試の資格については、高卒の方以上と

いうことで、特に年齢制限等は今のところ考えておりません。 

 

遠藤洋路 教育長  今でも専門学校は年齢にかかわらず入学している方もいらっ

しゃいますよね。 

 

小屋松徹彦 委員  上限はないということですね。 

 

遠藤洋路 教育長  上限はないですよね。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 すみません、上限があるかどうかまでは、すみません、ちょ

っとはっきり分かりません。 

 

小屋松徹彦 委員  何年制なんですか。２年ですか。２年間。 

 

濱洲義昭 学校改革推進

課長 

 はい、２年間の教育課程でございます。 

遠藤洋路 教育長  仮に今、上限があっても、今後別に上限をつくる必要はない

んでしょうね。今から起業したいですという人が別に５０歳で

も６０歳でも。というかむしろ、定年後に起業したいですとい

う市役所職員の人とかもいてもいいかもしれませんね。課長、

どうですか。冗談ですけれども。でも、そうやって第２のキャ

リアをということも十分これからは人生１００年時代ですから

あり得るんじゃないでしょうか。他にはいかがですか。よろし

いですか。 

 では、他になければ自由討議は以上にいたします。苫野委員

は今日ご欠席ですが、もしまた何かお気づきの点があれば、い

つでもおっしゃっていただければ、またお伺いします。 
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〔非公開の審議〕 

日程第３ 議事 

・議第１３号 職員の懲戒処分について 

 

《岩崎高児 教職員課長 提出理由説明》 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

〔閉会〕  

遠藤洋路 教育長 本日の日程は全て終了したので、令和３年２月の定例教育委員

会会議を閉会いたします。 

 

 


